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総括

1)著者は慢性精神分裂病患者(男性22名、9:tl:18名)を対象にソンデイ・テストを10回法で鶏包し、慢性精
神分裂病患者の病態を衝蜘穂学的恨蜘から検討した。

2)因子反応では男女共通して憎悪感情 (e-)の高5Fな存在、そして男性では膨張 (pt)および依存と特晴(

m+)、女性では投影 (p-)および耳鳴tt(m-)が特徴で、あったo また h、 m因子の相互関係より、精神分裂病者の

対象喪失状況を考察した。

3)ベクター反応では、性街重脂質域では日本人0井寺徴的反応である+ーが多贈をしていた。感情衝郵]領域では反

応の分散と頻回の鏡像反応を認め、最も不安定な衝野市民戎であり、感情鈍麻の背景に衝動的な感情の不安定さの

存在力中j明した。自我衝鮒賊では鏡像反応が多く、平凡反応と精神分裂病に特伽守な反応の両者にまたがる反

応(類平凡反応)が多かった。この類平凡反応の出現が多いことか精神分裂病者で指摘されている「自我の脆弱

性Jを衝嚇理学的に裏付ける所見と考えた。 f妥触衝動領域では男女とも孤立化を意味する反応が多く出現し、

接触性の障害が明らかとなったO 以上のことから慢性精神分裂病者では辺縁の衝動危険性に対し、核心の防衛機

能が十分に作用しなし，~犬況にあると考えた。特殊な鏡像反応の出現が全鏡像反応中約15%を占め、精神分裂病の

衝郵j危険性を一層示唆する所見で、あったO

4)精神分裂病に「あ車する核心のバリエーションの出現率は高く、男性で、は感情病的核心の出現が多かった。

てんか人忍牧心も多かったカヨ臨床的にはてんかんとの関車はなかった。存在形式の中では術劇侯群はなく、男性

で、快楽症候群が多かったO

5)街封品盈圧はh+への集中が認められ、性衝動の不充足が示唆された。

6)傾向緊張商と症状反応百分率の問には相関はなかった。性度指数と社会閉誠に特徴的と考えられる所見

はなかった。

7)衝郵精造式で、は自主繍抑賊と櫛蜘動領域の因子が症状因子を構成していた。これらの症状因子は慢↑生

精神分裂病の病態を意味する反応だけに、臨床的に有用で、あった。街郵j範時としては安全弁範轄の浄上合が高かく、

現実の衝郵j危険性は防衛されていることを意味し、慢性精神分裂病の特徴で、ないかと考えたO

8)以上のことから、臨床的には寡症状性と表現される慢性附粉裂病患者でも、背景に存在する各衝蜘賊

で衝動芭険性と不安定さの存在がソンデイ・テストを通じ判明した。そして、ソンデイ・テストで得られた所見

と臨床症状の比較考察を行い、加えてソンデイ・テストの臨床的有用性を言及した。



序文

精神分裂病(以下分裂病)に亦Jする病態解，明は種々の方面から試みられている。開楠理学的方法もその一つ
である。疾患特有の思考障害や疏通性障害などから病態を掌握できにくい場合、心理テストを用いた方法は患者

の内面を理解する上で有用な手段となる。ロールシャツハ・テストを代表とする投影法は被検者が意図的に操作

しにくく、より客観的に諮問刻静授を得ることができるので日常臨床では欠くことが出来ないものとなっている。

衝郵病理学は、 Szondi，L. 53) が彼の遺伝理論に基づく運命Jじ哩学より確立した特徴のある精神病理学体系で、

個人の精神生活や行動を各々 2種の因子により構成される性、感情(発作)、 自我、 f菱触の 4種の領域の衝動で
規定し、これらの領域の衝動の状況を投景2法によって知ろうとするのがソンデイ・テスト (Szonditest ) 42.4 
7.48・ 53) である。このテストを多数の正常者や精村核患患者に対して鶏包したSzondiは、この両者の反応の差

異は質的なものではなく、量的な差異であると京長命づけている。

しかし実際的には、同一のテストを10回施行することは煩雑で、被検者の協力カま得難いことから、我国の精I杯ヰ
臨床の場で用いられることは多くなく 10.13.21.22・d0 . <11 )、分裂病に対してソンデイ・ テストを用いた街蜘穂

学的傾u面からの検討は近年ほとんどなされていない4.8・36.60・61.64}O しかし、ソンデイ・テストは疎通性が不

良な患者や拒棚枕患者に対しても劾包することか可能であり、他の投新去では得られにくい患者の内面に隠さ

れた衝動を知ることができる点は、患者理解の上でまた治療的にもより有用な手段の一つである。これまで報告

された分裂病の衝郵病理学的側而から0)検討で、は対象の隈病問問は考慮されていないが、急Jド捌の分裂病と慢性

期の分裂病とでは症候も精祈病理像も明かに異なる。著者は難治性で社会復帰が困難射針生分裂病者の病態を解

明し、治療に役立てる目的でソンデイ・テストを鶏包し、性莞25) を含め衝跡調学的特徴を検討し、考察を加

えたのでここに報告する。

芥I象及び方法

対象

対象l淵和61年児玉病院に入附n療中で、 10年以上の権病期間を有し、テスト知臨 1年間献の郵躍がほと
んどなかった分裂病患者で、あり、下記の方法でソンデイ ・テストを行った患者の巾で、鶏包態度が真剣でテスト

に協力が得られた男性22例(平均年齢14.9才、平均権病問問19.8年)、女性18例(平均年齢51.1才、平均権病期

間27.2年)の言!-40例である。全例アメリカ合衆国昭rfl医学会の「精神障害の診断と縦十マニュアル第三版日女訂版

(DSM-III-R) J 1)の診断基準に合致していた。

検査方法

ソンデイ・テストはlIansHuber版を用い、時「郎官rJl).艮を設けず個別II守に行ったo テストの教示は大塚<1?)の方法

を参考にし、顔写冥の配列は Z宅とした。

具体的にはこのテストは表 lに示した 8種の精神支忠守、者の顔写真を 1組とする 6組の顔写真から構成される。

被検者は呈示された 8枚 l組の顔写真から好きな顔写真、嫌いな顔写真を各々 2枚づっi割てする O これを 6~断

い、得られたものを前景像とする。前景像は最も強い衝勝次求と自我存在を表わしている。次いで併阪支りの 4

枚を同様に好きな顔写真、嫌いな顔写真に二分し、ある程度の予後を表わす実蜘湘賞像が得られる。前景像、

実験的補償像の各因子は選択された顔写真の枚数により+(肯定)、 一 (否定)、 o(解放ないし脆弱)、:t(
両価ないし強迫)の反応記号カ可寸けられる。衝到[jpJ町或の反応(ベクタ一反応)は 2つの因子反応の結果で、あるか

ら、 4 x 4 = 16種類となる。翌古命的補償像は完全像(:t::t)から前景像を減じることで得られ、背景に存在する
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自我像である。以上が l回の検査施行であり、これを同一被検者に対し 3ないし 7日間隔で10回行う10団法でテ

ストを鶏包した。

表 1衡問j休系

組蜘E威一一衡問組子 領Ì~l底想-

性 h :エロメ的欲求 同性愛
S : f政府内欲求 サデイズム

感情 e :倫理的欲求 てんかん
hy :;m伽j欲求 ヒスデリー

自我 k : J砂初次求 緊張病

p :拡大欲求 妄想病

概虫 d : t鯨欲求 うつ状態
m :伽字解lbJ欲求 限状!接

月初l赤j象

木研究では臨床上最も重要な前景像の以下の12J聞について主に検討し、必要に応じて実験的補償像の検討を

追加した(特に説明のない場合は前景像の検討である) 0続仲間j検討はカイ 2乗検定を用い、有意差は 5%の

危険率で検討した。

(1)肉子反応の出現率

(2)ベクタ一反応の出現率

(3)鏡像反応

(1 )骸心のバリエーション
(5)存在形式

(6)衝動過圧

(7)傾向緊張商

(8)症状反応百分率

(9)性度指数

(10)社会伯徽

(11)悌鵬造式

(12)衝tl席E陪

成要

(1)因子反応の出現率

前景像と実蜘怖有償像での因子反応の割合を表 2に示した。実月剣句補償像では前述した 4砲の反応以外に強制

零反応もあるが、本研究ではこれは除外した。前崇イ象全体での 4反応のUJI現j開立は男性が+キ->0>士、女性
が一>+>0>士で、あったが、出現の割合に莞はなかった。前累像の反応様式(柄弧内はその意味)では p閃γ、

m因子で明らかな性差が認められた。男性で、はe-(憎悪感情、すなわちカイン傾向)、 eO(倫理的態度の欠如)、

hy-(自己隠厳)、 k+(自閉)、 p+(膨張)、m+(依存と彰情。快楽追求)が女性より有意に多かった。女性で
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はsO(積剛 生の消失)、 e+(良心的、すなわちアペル傾向)、k-(否定)、p-(投影)、 d+(獲得、変化)、 m-

(男情的が男性より有意に多かった。実験的補償像全体では 4反応の出現率は男女ほl剖司様で‘あったが、順位は

十三子一>士>0で、あったo 反応様式では e肉子で怒沼な什差が認められた。男性で、はe+、 e士 (倫理的感情の緊

張)、p+、女性で、はe一、eOが有意に多かったo

因子反応の出現率

実験作府間賞像
土

表2

日目黒像
一 土 。

22.6 
22.2 

15.1 
16.7 

22.0 
16.7 

十

40.j 
44.4 

。
13.6 
12.2 

8.6 
10.0 

4.5 
5.6 

+ 

73.3 
72.2 

民日生

男
女

16.4 
13.5 

14.9 
15.3 

46.1 
41.1 

22.6 
30.1 

: 12.3 : 
: 22.2 : 

13.2 
10.0 

52.7 
12.8 

21.8 
25.0 

男
女
s 

22.2 :: 8.2 
9.7 : : 24.7 

28.5 
44.8 

~1. 1 
20.8 

: 23.6 : 
: 13-.3 : 

: 12.8 :: 16.8: 16.8 
: 26. 7 : : 35.6: 24.4 
男
女
e 

16.4 
13.5 

14.9 
15.3 

46.1 
41.1 

22.6 
30.1 

19.6 
31.1 

: 51.1 : 14.1 
: 36.7: 12.8 

13.2 
19.4 

男
女
hy 

9.0 
5.4 

17.9 
19.8 

41. 7 
42.5 

28.4 
32.3 

28.6 
22.8 

男 ~ 18.6 ~ ~ 39.5 ~ 13.3 
女 1.8~: 55.6 ~ 13.8 

5.7 
12.0 

22.4 
25.3 

29.5 
33.8 

42.4 
28.9 

男 ~ 42.1 ~ ~ 20.5 ~ ~ 5.6 ~ 31.8 
女 ~J2.2 ~ ~Jl.7 ~ i J2.2 ~ 33.9 
p 

21.2 
22.9 

24.5 
22.3 

45.2 
45.7 

37.3 
34.4 

7.3 
5.6 

男 :35. 9 ~ 19.5 
女 ~ 46.1 ~ 13.9 
d 

17.3 
1S.0 

10.5 
14.4 

38.2 
33.8 

34.0 
33.8 

16.4 
16.1 

15.0 
11.4 

41.5 :: 21.1 
27.8 : : 4L 7 

男
女

m川

12.3 
14.1 

18.d 
18.7 

31. 7 
34.0 

35.0 
33.2 

22.8 
23.3 

11.7 
12.9 

32.7 
31.1 

32.8 
29.7 

男
女

全体

単{立文

(2)ベクター反応の出現率

前景像での各ベクターの反応の出現様式を表 3に示す。検定はどちらかの群で10%以上の出現を認めた反応を

対象とした。性衝動領域では男性で+- (柔らかい、献身的な女性的な性衝動)、++(平凡人の正常な性欲)、

0-(受郵舟守献身)の順に出現していた。女性では+一、+0(一方的な個人愛)、++の!順であったo +一、

+0で有意の差があったo感情衝郵J領域では男性で一一 (内的パニ、ソク)が突出し、次いで士一 (罪の償いをし

ようとするパニック)、 0-(易感性関係念慮)、 -0 (憎悪感情のうっ積)で、あったが、女性では突出した反

応はなく士o(倫理的葛藤)、+一 (良心的、道徳均。布併アペル)、 一+ (憎悪感情の表出。純砕カイン)、
一一、-0がほ問司様な割合で出現していた。 士O、-ーで有意の莞が認められた。自我衝郵博覧域では男性で-

+(膨張の否定)、 -0(抑圧)、0+(完全膨張)、女性で一一 (搬夕刊否定)、-0、00(自瑚琳)の
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aBEE-晶
・

9.1 12.2 
1.8 2.2 
:11.4 3.9 
6.8 9.4 

2.2 
2.8 
2.2 
6.1 

2.7 
6.8 
2.7 
11.4 

1.7 
1.7 
1.1 
7.8 

2.3 
1.8 
1.4 
8.2 
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ふ

L
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n
u
u
 

1.7 
0.6 
0.6 
2.8 

2.3 
0.5 
3.6 
0.9 

3.3 
1.1 
0.6 
3.9 

2.7 
2.3 
5.0 
2.3 

2.3 11.7 
1.8 1.7 
1.8 2.8 
13.2 8.3 

1.7 
1.1 
4.1 
2.8 

0.9 
3.2 
2.3 
2.3 

n
H
V
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t
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一

士

土

土

士

7.3 6.7 
5.9 7.2 
11.4 7.2 
11.1 23.3 

2.8 
1.1 
0.6 
3.3 

5.0 
1.1 
5.9 
6.8 

7.8 
4.1 
3.3 
11.7 

3.2 
0.5 
1.4 
7.7 

5.5 17.8 
5.5 6.1 
15.9 12.2 
: 46.4 35.6 
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2.8 
1.1 
9.4 
2.2 

2.3 
3.2 
11.4 
2.7 

15.0 16.1 
0.5 7.8 
: 19.5 7.2 
4.5 24.1 

10.5 10.0 
5.0 3.9 
7.3 10.6 
21.8 10.6 

2.2 
0.0 
2.2 
1.7 
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0.0 
1.4 
1.4 
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表 4

街到点目域 性

___00志 rL一一女-
0.6 
1.9 
1.9 
4~5 

1.8 
1.2 
3.6 
4.1 

0.0 
2.5 
1.3 
1.9 

2.1 
2.1 
2.6 
2.6 

2.2 
7.4 
9.6 
6.6 

1.7 
0.6 
2.3 
4.6 

2.1 
6.2 
8.2 
6.2 

7.1 
2.9 
1.3 
7.9 
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L
B
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2.6 
1.9 
10.3 
7.1 

4.7 
1.2 
8.3 
8.9 

1.9 
4.5 
7.0 
6.4 

0.5 
1.6 
8.8 
5.7 

1.5 
0.7 
2.2 
4.4 

4.0 
3.4 
5.1 
10.9 

1.0 
2.1 
4.1 
11.3 

0.7 
0.7 
5.0 
8.6 
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t十
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土

士

士

10.3 
9.7 
12.3 
14.2 

7.7 
4.1 
9.5 
21.9 

6.4 
8.3 
8.3 
11.5 

1.0 
5.7 
10.3 
9.3 
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11.8 
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11.3 10.8 
22.7 10.8 
9.3 12.7 

5.9 
8.1 
15.4 
15.4 

3.4 
4.0 
9.1 
8.。

3.1 
2.1 
3.1 
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0.7 
8.6 
3.6 
10.。

n
U
4ム

a十

一

一

一

協
M
H
1
 

r
h
d
 

n
H
v
 

n
u
v
 

〆気、

，
-ny 

「

h
d



jI慎に出現しており、 0+、-+、一一で有意、の発が認められた。t期虫衡問点敗Iでは男性で0+(執着)、 ++( 

多雨結合)、+- (不誠実な結合)、 -+ (誠実な結合)のH阪で‘あった。女性では+ーが突出し、 0-(す運践的

結介。孤立化)、 0+のj順で、あった。0+、+ーで、有志、の廷があった。

実験下斤flH賞像砂ベクター反応のLB現隊式(強制零反応は除外)を表 4'J~す。性街到J領域では男女とも+ ーが

突出していた。感情衝動領域ではtH現様式に大きな莞異がみられ、男t'l:では+一、士一、+士 (罪の償いによる
道徳均葛藤からの解放)、女性では-+、 一一、0+(日己顕示欲求)の/1債で-あったO 向我衝弱点寛成では男性で

ー+が突:1'，し、次いで-士、++(投入膨張。完全円己愛)で、あった。女竹では一一、+一、一士、 一+がほぼ

同綾な割合で出現していたot妥触街郵指貫域では男竹で+ーが突出し、次いで-+、++で、あったが、女性では+
一、++、士+(執着を伴う強迫附:~J<)、+ 0 (新しい対象の探求)がほぼ同様な割合で出現していた。

(3)鏡像反応

鏡像反応は同一衛郵頗域であるベクタ一反U;が鏡イ象n守に変化すること(例えば+ーが一+に変化する)で、衝
動領域の不安定性を最も示唆する指標とされる。その出現数を表 5に示した。鏡像反応は前黒像も実験的補償像

もほl司司数で、あったが、男性では前景像に、女性ではどちらかと言えば実馬節句補償像に多く認められた。前景像

の鏡像反応は男性では感情衝郵I領域と自我衝動領域に多くlB現し、女'rt:では白手腕i開j領域に宅に山現していた。
実蜘守補償像では両群とも自我衝動領域で最も高率に出現していた。特殊な鏡像反応の出現数を表 6に示した。

前景像、実蜘守補償像を通じ全鏡像反応のl二↑1でこれらの持殊な鏡像反応の占める割合は男友と ιも約45%で‘あったo

表 6特殊な鎖像反応のIH現数

表 5 鎖(象反応、

日;!?言像
日目黒像 実験的術庁H象

術明白百四 銘侮応!点
男一一玄

i即応蛾一一↑l_J明 一一白弦_ t剣 2~主L 感情 O一件 -0 7 3 
!JJ 6 15 13 8 42 1. 91 十一件→ 3 3 
女 7 8 11 8 37 2.05 
13 23 27 16 79 1. 96 同我 -f <{今土 一 。 2 5 

0-(今 一O 5 6 。 。

→件十一 。
実験1リ補償像

; [UJÍÌ.i1~~主一一樹i!~~則
t~J‘十O 件。十 2 

男 7 10 6 JU 1. Jb 計{- 19 17 11 17 
. 女 3 11 16 12 

Jr、 ，、'1'、

10 18 26 18 

(4 )核心のバリエーション

Szondiは性衝野市貢域と接触衝弱点敗Iを辺縁とし、対人関係における衡問}危険性を現すとした。 一方、感情衝動

領域と自我街郵j領域を核心とし、辺縁の衝動芭険件を防衛する機能と位置づけた。そして、この核心の反応様式

の中で、疾患に特Fが門なものを核心のバリエーションといい、それを大塚に従い分類した結果を表 7に示した。両

群とも順位は異なるが心気痕的骸心、てんかん1f~核心、類分裂病明骸心のn明/頻度カfit可かった。

(5)存在形式

各因子問。滑側守相互関忘を存在形式といい、ぞれのll'l~敗肢を開、Iしたのが表 8である。男性では↑慨lE!?に

関係する存在形式が最も多く認められた。 次いで精ネII~肉質、般病千子11:形式の/11ftで、あったo .~dtではてんかIJ~、

開 I隔質、際病存在形式で、あったO
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表 7絵心のバリエーション

男
人数一覧女一 %-人奴-数 % 

偏執 6 7 3.2 
類分裂病 13 23 10.5 
自我変容 8 13 5.9 
自己疎外 。。0.0 
心安侃 11 37 16.8 

うつ病 10 18 8.2 
限・病 6 2.7 

i};'fu目的 1.8 
ヒステリー 3 3 1.4 
てんかん 13 24 10.9 
主ぎ志不定 6 8 3.6 
竹;仔l陵台 6 8 3.6 

抑制的 9 13 5.9 

161 71.5 

表9 衡問~j品圧の度数分布

男女

人惣一一% 主教 % 
0-4 4 18.2 
5-9 3 13.6 
10-11 6 27.3 
15-19 6 27.3 
20-21 3 13.6 
25- 0 0.0 
一主均一一12.8士6.6

o 0.0 
6 33.3 
7 38.9 
2 11.1 
5.6 
2 11.1 
13.8士7.0

3 2.2 
10 16 8.9 
6 9 5.0 
7 10 5.6 
8 18 10.0 

2.2 
5 7 3.9 

2 1.1 
2 2 1.1 
15 28 15.6 
7 8 1.4 
5 6 3.3 

6 10 5.6 

124 68.9 
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表8 存在形式

波一数男~一一_.6数一数女 % 
自我変質 3 9 1.1 3 5 2.8 
偏執病 2 2 0.9 1.7 
破瓜型 1.8 0.6 
緊関! 。。0.0 。。0.0 
抑うつ 13 5.9 6 3.9 
校病 9 20 9.1 21 13.3 

特例病質 t6 35 15.9 11 32 17.8 
刊行為佳fJi昔 7 1.1 2.2 
刊:対象伝fl$:~ 18 61 27.7 0.6 

J 心~tfiE 7 12 5.5 6 3.3 
5ずは自わ!附~ 2.3 0.6 
探官f11時慌 0.5 2 1.1 

てんかん型 8 11 6.4 13 38 21.1 
ヒステリー 13 5.9 7 8 1.4 

平凡 10 4.5 10 5.6 

メL比L三fil 208 94.5 112 78.9 

表10 因子別の衝動過庄の出現

前東像 実験的補償像

男一一玄 男 女一

38.7 60.2 7.8 1.5 
0.1 0.1 0.0 

s+! 1.4 0.0 0.6 1.5 
s-! 18.6 5.7 2.8 7.2 

e十! 0.4 1.2 6.1 3.6 
e-! 1.1 6.1 2.8 4.3 
hy+! 1.1 2.0 2.2 6.5 
hy-! 11.6 4.5 4.4 12.3 

k十! 0.4 0.8 5.0 4.3 
k-! 3.9 6.5 8.9 9.1 
p十! 3.2 0.0 17.2 4.3 
t-! 1.1 3.3 6.7 8.0 

d十! 4.6 5.3 13.3 24.0 
2.5 0.8 8.3 8.0 

m十! 0.8 2.2 2.2 
m-! 4.6 2.4 3.9 2.9 



(6)衝蹴邑圧

ソンデイ・テストの各因子は 6枚一組で構成されている。一同の検杏で同一の反p~に 4枚以上選択された場合

を衝動過圧といい、+!、 一!などと表現される。そして、選択の数が 4枚の場合は衝郵五品圧は 1問、 5枚の場合は

2個、 6枚の場合は 3佃となる。衝割五邑圧は該当する肉子の意義に対し強い欲求緊張、あるいは充足開放されな

い問題の内在を意味している。表 9'こ前景像での衝蹴昂圧の度数分布を示した。平均は両群とも13前後であり著

しい差はなかったo前景像と実蜘守補償像での衝動過圧の因子別出現率を示したのが表10である。前景像におい

て男性では h+!(愛情受容欲求)、 s-! (無為)、 hy-!(過敏性関係不安)のjI慣に衝動過圧が認められたが、女

性では h+!のみが突出し、顕著な差異を呈していた。実馬剣明市償像では男性で p+!(誇大性)、 d+! (不誠実)、

女性で d+!、hy-!に衝動過圧が多かったO

以下 (7)から(10)の結果は表11に示した。

表 11 数民的解釈

盟
傾向緊張肉 3.13 

(0.7-11.5) 
(0-1) 11% 
(5-) 18~ 

症状反応百分率 34.0% 
(20-18~) 

性度指数

(性)
(感情)
(自我)
(接触)

社会↑自白数

(性)
(感情)
(自我)

援触]

玄
2.15 
(1-4.8) 

O~ 
o先

36.3% 
(21-46先)

41.4 52.5 
(16-80) (2j-92) 
28.5 44.5 
53.0 52.7 
43.0 51.0 
52.9 68.6 

31.6 31.1 
(14-71) (11-56) 
20.0 23.3 
30.6 43.7 
46.3 51.8 
39.3 27.0 
平均偲 ( )内は分布

(7)傾向緊張商

傾向緊張商は [0反応の縦十J-;-[士同志の俄rJで求められ、被検者の態度や行動を推測する 1つの指標で、
ある。値が小さいほど制止的で静迫的な態度が示唆され、大きいほど、相刷を欠く傾向が窺われる。平均値は男性

が高かったO また男性では分布が広範で、 l以下または 5以上を示すものが全体の32%を占め、女性と明かな相

違があった。

(8)症状反応百分率

現実の症状を形成する症状因子、すなわちO反応と士反応の総和が全反応中に出める百分率を椛状反応百分率

とする。男女とも平均値は35%前後で分布にも大きな差異は認められなかったO

(9)性度指数

性度指数は各々のベクタ一反応を男性反応と友判長氏、に分け、全体のrt'に市める男'ド仮応の割合を示し、{直が

。。



高いほど男t-t:的な荒々 しい傾向がJ存測されるO 平均{前は男性が11.4、女作が52.5と女性か鳴かったO 衝郵局開或ご
とに検討すると、男性では感情衝弱点蹴討委触衝蛸貢域で高く性衝動領域でイ氏かったo女性もf妥触衝動台賊で高

かったカ精郵傾城間の廷は著しくはなかった。

(10)社会間百数

性度指数と同様、各ベクタ一反応を社会的にプラスとマイナスに分け、社会的にプラスと評価された反応が全

反応rllに占める割合を社会ゲ性円数というO このfitiか商いほど理論的には社会竹が良いことになる。平均イ簡では性

差はなかったO 衝動令煎或ごとの比較では両前-とも自我衝郵~煎或が最も高官買で、↑宅街樹J領域が最も低備で、あったO

(11 )衝郵鵡造式

症状因子と基本因子 (背景に抑圧されている症状を示す肉子。+、一反応)の構成から被検者の衡問持造を解

明するものが衝郵締造式である。本研究で、は大塚の方法に従って決定した痕状肉子と基木肉子を検討した(表12)

O 症状因子として頻度が高かったものは男性で、はdO(探求の放棄)、kO(自己水準の低下)、 pO(主体性の放棄)

であり、 女性で、はpO、dO、kO、hyO (繊聞な感情の消失)で、あったo基本閃子として頻度が高かったものは男性

で帥+(エロス欲求)、s-(消栂竹)、 hy-、 附であり、女性ではh+、S一、 kーで、あった。

(12)街割前時

4種の衝雪崩爵或を構成する 2種の因子の傾向緊張度 (0反応と±反応の総和)の莞を潜花値といい、潜在備が

大きいほど衝動危険性は重大で、逆に小さいほど衝動危険性は直ちには予想しにく いものと見なされる。幣花値

より衝郵市E轄は危機範跨(潜在値が 5以上)と安全弁純時 (潜在備が 4以下)に分けられる。その結果を表]3に
不した。安全弁範需が圧倒的に多かったO 男性では感情衛部局敗R、接剣崎重加敗実が、女性では援制桁郵j領域が危

機範轄となりやすかった。

表 12 衝別府造式

hO 3.3 7.7 h↓ 20.8 23.1 
表13 衡問縦暢hi 3.3 0.0 0.0 0.0 

sO 0.0 7.7 s十 3.8 5.1 
S1ニ 0.0 0.0 s- 18.9 15.4 

危機純晴
男安全先弁女純時Z 

eO 6.7 3.S e十 0.0 2.6 衝~R域 男 Z女先
e土 3.3 J.S e- 3.8 5.1 性 。5 3 30 19 30 15 25 
hyO 6.7 11.5 0.0 0.0 劇育 6 40 2 20 16 23 16 26 
hy土 6.7 3.S 13.2 7.7 

一一錨妓自我館I、1635 2400 1 05 500 1196 1273 1173 228 1 
kO 16.7 11.5 0.0 0.0 o 70 61 
k士 3.3 0.0 9.4 12.8 
tO 13.3 23.1 9.4 0.0 
P土 3.3 0.0 ドー 0.0 2.6 

dO 20.0 15.4 d十 1.9 10.3 
d士 0.0 0.0 0.0 0.0 
mO 10.0 7.7 加十 13.2 7.7 
m士 3.3 3.8 m- 5.7 7.7 

単位[%
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考察

分裂病に対するJ[)理テストを用いた検討は枚挙にいとまがない2)が、慢↑生分裂病患、者28.33.34・43.56)の大半

は「寡症状性J18) と表現されるように華々しい症状が少なく、症状の変化も乏しく、疎通性カ河二十分なことが

多く、御寮に対する税見論も加わって44)か、心理テストを通じた検討や開備理学的検討は決して多いとは言

えない。症係命的には BleuJerの基本痕状である連合強菱、感情障害、両価性、自閉を前崇とする慢f開の固
定化した状態を分裂病の本質として理解する傾向が支配的である11 . 1 ? 1 4 . 1 9・23・51.52.57.58) ので、著者は分

裂病の本質とされる上述した状態にある患者を対象に選ぴ、分裂病患者の理解や治療法0放善を目的とし、ソン

デイ・テストを行い、その病態を検討し、この報告を行うこととした。

急性・慢性と言う用語に関しても種々の考え方が成立する。 DSM-III-Rは患者カ可芙患の徴候を示し始めた時か

らの期間が 2年以上のものを精神分裂病慢性と定義している。著者はこれを参考に慢性の定義を権病期間で決定

したが、発病後 2年ではまだ刷犬が郵蹄する可能性56) があので、本研究では発病後10年以上でソンデイ・テス

トを施行するまでの 1年f眠状に大きな郵掘のなかった患者砂換にした。また、分裂病の病増分類に関しても

諸説62) がある。従来の分裂病に関する報告の多くは病型を破瓜型、緊張型、妄想、塑に分類して検討しているも

のが多い。病初期はこの分類が可能な患者がほとんどであるが、典型的な症状を持続させる一部を除き、権病期

間が長くなるにつれて分類の決め手となる痕状カ河二主将明となり、多くの患者は病塑を明確に分類で、きなし\~え態と

なる29・35)ので、本研究で、は病型分類は行わなかった3・49・50)。さらに打縮ネI附諜を始めとする薬物カ幣果に与

える影響も検討しなければならない場合もあるが、本研究は精ネ材育理学的研究であること、向精神薬は人間の精

神構造を根本から変革するものではなく、その中断は症状増惑の危険性を伴うので、テストは薬物服用下で仔っ

た。

1 .我国での報告との比較

我国で分裂病を実験衝tJ病理学的1ft!踊から検討した報告は決して多くはない。その報告も対象の権病期間や病

型分類、、検査方法などが蝶々であり、比較検討が困難な場合も多いが、可能な範関内で士目安検討を行いたい。

平凡人の因子反応としてSzondiは前景像で、のh+、s+、e+、 hy-、k-、P-、d+、Hけを掲げたが、精祈慌状は文化

的背景で異なる7.9.37.39.54) ことが知られており、日本人をf;J象にした報告42)で帥+、 s-、e+またはeO、

hy- 、 k- 、 p+ 、 dOまたはd+ 、 m+が一般的で、ある。里子~崎3 6) は分裂病患者と正常者を比較し、正常者で、はs- 、 p+で

あるのに対し、分裂病患者で、はs+、P-優位で‘あるとした。さらに妄想引分裂病患者ではh+、s+、k一、pーカt特徴で、

あるとした。江口8)は破瓜現でもy-、kーが、緊張型ではk-!が、妄想型で、はp-、m十が多いとした。著者の結果で

は第一に男女両群とも e因子で、正常者には少ないe-(憎悪感情)が最も多く認められたこと、第二に m因子で、従

来の分裂病者での報告とは異なり、 m-(別離)が女性では最も多く出現していたこと、そして三番同として p因

子で男性でゆ+(膨張)が、女性ではP-(搬:5)が最も多く lH~見し反対の樹Hを弔していたこと、カ幣徴として

挙げられる。第一0対徴に関しては吉間6川 、も分裂病で吋場晩することを報告しているが、第二、第三σ病徴
である p因子と m因子の相互関係に関しては報告されていなし1。著者の対象で全反応rl'p+、附が同時に出現する

率は男性が21%、女性が 6%であり、 一方p一、mーが同時に出現する率は男性が 7%、女性が17%であり、明らか

な性差が認められた。

大塚口)は分裂病の指標のーっとして前景像での±反応の少なさ、特に k士はまれとしている。著者も±反応

の総和は男女とも全反応の12%前後と 4反応型のけlで最も少なかったO また k:!:のfl'r現率は男女とも13%前後で

あり、これは日本人正常者での20%、Szondiの正常者に関する報告で、の]0%の中間に位置していた。分裂病者で

の k士の出現率に関し、浅井4)は前景像と実験的補償像の合計で全体の18%とし、野崎は男性で 3%、女性で 9

%、吉田は妄想型で10%、緊張型で12%と報告している。以上のことから、我岡の分裂病患者では k士の出現は
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まれではないが、少ない傾向であると考えられたの

ベクタ一反応は衝到腕珂??のr!I心をなすもので、あるO 戎!司で分裂病患者のベクタ一反応の性差を表示した報告
は著者の知る限り、 6回法で、行った野崎のものだけである。前景像で出現率が10%以上の反応を野崎と著者の結

果を比較し表11に示すO 男件ではf期虫街動領域を除き出現する反応や、その割合に大きな相違が認められる。す

表14 ベクタ一反応出現の比較

男 女
貨蹴腿 野崎 差査 n崎 著者

f生 十十〉十一，+1>+0 十一〉件 ++>+0>十一 十一>+d>↓↓

感情 一一>0->十一 一一〉士一>0->-0 。一〉一一，十一 士0，↓ー〉斗，一一，-0

自我 ート0，斗 斗>-0>0+ 一一〉一0>00

開虫 0+>十十〉斗 0+>十十，十一，斗 ++>+0，0+>十一 十一>0ー>0+

なわち、性街郵rtri.顛或では著者の結果では+ーが突出しているのに対し、里戸時の報告では西欧人に頻発する++が

最も高率に出現していた。感情街観情貢域では両者とも一ーが最も高頻度で出現していたが、著者の結果で、は良心

牲を意I床する締争アベル反応(+一、0-)が少なく、より病的な感情街新Eを示唆する純粋カイン反応(-0、

一+)が多かったO 自我衝動領域では聖子D崎の報告では一ーが突出し、 上位 3反応で全体の71%を内めていたが、

著者の場合一一の突出はなく、むしろ反応の分散が認められた。また、著者0孫吉果では膨張 (p+)を伴う反応の

出現が開時の報告に比較し高かったO 女性においては、著者の結果では性衝雪崩貢域で男性同僚+ーが突出し、野

崎の報告と対照的で‘あった。竪刊碕の報告では感情衝雪崩動員でOーが突出していたが、著者の場合反応が分散し、

憎悪感情 (e-)に繋がる反応の占める智治が多いのカヰ寺御吋で、あったO 自我街野市煎戒では両者で一ーが最も高頻

度で出現していたが、著者の場合加えて反応の分散と白羽!琳を意味する00の出現が認められた。欄櫛蜘貢

域では大きな相違が認められ、野崎の報告では探求欲求の肯定 (d+)に起因する反応の出現が多いのに比べ、著

者の結果では別高tt(m-)じ竪づく反応が多かった。

大塚は分裂病に特F揃守な旋候稀である櫛痕候群を形成する分裂塑分割(+一)と0-型単一傾向の頻発を分裂

病のベクター反応江痔搾交としている。里刊崎の報告では阿反応が全体に占める押j合は男性が15%、女性が23%であ

り、浅f1:の報告で、は29%で、あったO 著者の結果では男竹が26%、女性が27%と、浅井の報告とほぼ同様な値であ

った。投入投影と自聞を意味し自我衝郵J領域での最も分裂病的反応である+ーは、里予崎の報告では男女とも 1%、

浅井の報告では 1%で、あったO 著者の結果で、は前景像において男性が 6.8%、女性が 3.3%であり、さらに実験

的補償像ではそれぞれ 9.3%、11.5%とより問販のuu見を認め、日我衝動の分裂病的危機株織的に存夜して
いる可能性カ噴く窺われた。

また欄虫衝粥賊での孤立化を，事味する一一、+一、 O一、 00の優位'内も分裂病の指標のーっとされている

42)O これらの反応の総和が全体に占める割合は、男性が27%、女性が15%で明らかに対Eで多かったO 浅jt-の

報告では13%、野崎の報告では男性が21%、女'ドEが22%であり、著者の対象では孤す，化反応の割合が高く、より

重篤な障害が示唆されたo

鏡像反応に関し、大塚は正常者の前景像では平均 1rulll'，現し、不安定な精利病持ではlP，~見が増すことを指摘し

た。野崎は分裂病患者の前宗像での鏡像反応を男女とも 0.1阿古可後と低い仰を報侍したが、著者の対象で‘は自ij京
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像での鏡像反応の出現数は平I物 2阿で、あったo これらの鏡像反応は向我衝動合員域、感情衝鮒賊に集中しやす

い傾向(男性67%、女性59%)が認められたことは、両衝郵j領域の不安定さを裏付けた。特殊な鏡像反応は平凡

反応と分裂病の衝動危機を意味する反応の共存である。特殊な鏡像反応が全鏡像反応に占める曾j合は男女とも約

45%で、あったことは、慢性分裂病患者に存花するより一層の衝郵j危険性を示す重要な所見で‘あった。

核心のバリエーションの中で分裂病に関璽があると考えられる偏執病的核心、類分裂病的核心、 自我変割守核

心、 自己疎外的核心、 'O気症的核心の出現率の総和は男性が36.4%、女性が31.7%で、あったO これに対し、浅井

は分裂病型核心と心気定型核心の出現率を18%と報告し、吉田の報告では妄想型で11%、緊張型で21%で、あったo

また著者の対象で、は感情病的骸心(すなわちうつ病的核心と按病rrt'.1核心)も頻度カ清かった(男性10.9%、女性
6.1%) 0 これに関し吉田は妄想、塑、緊張型両者で約 1%と報告し、 著者の備は明らかに高かったo

分裂病に関係する存在形式の出現は男女とも少なかったO 特に分裂病に特徴杓とされる櫛1間関作が皆無で・あっ

たことは、鼠Eの慢性分裂病においてはSzondiが梓指摘したほど分裂病的な存夜形式が乏しいと考えられる。精

神病質的存在形式の出現は男女とも高かったが、その内容には差があり、男性では快楽症候群、女性では道徳観

念、の喪失 (hy=O、k=O)によるものだ、ったO 快楽症候群lま浅井の報告でも分裂病でぢ5%、神経症で81%認められ

ていることから本症候群そのものは分裂病に特徴的で、はないと思われる。践'病症候群の割合か商いのは分裂病の

指標の一つでもあるt~虫街郵j領域のO ーかI~J定条{午となっているからで、ある o 女性でてんか人尽!存花形式が多か

ったが、内容的には殺意、痕候群 (e-、kーまたはp一、 mーを同時に宅した反応)が12%出現していた。同僚に浅井も

12%に殺意症候群を認めており、強い憎悪感情を意味するもので、あった。

該当因子の街?求の強い不充足を示唆する衝動過圧に関してSzondiは、正常備は 5f間以下とした。 これに対し我

国の報告では13f間前後が平均で、正常者と精神病患者の問に大きな差異は認められていなし14P}o事存者の結果で

は男女とも13f間前後で、正常者と差はなかったo 野11時の報告では男性llf問、女性 9.6側、浅井の報告では16.7伺で
あった。大塚は分裂病ではh+，k+ 、 p- 、 m-に衛費~~圧が出現しやすく、m+ではまれであるとしている。著者の結

果ではこの 4反応が全衝動過圧に占める割合は男性で45%、女性でぢ7%で、あった。しかし、これはほとんどカ司+

への過圧によるものであり、 k+!は男女ともむしろ少なく、まれとされる肘!も男性では第 4位の出現で、必ず

しも大塚の指摘には合致しなカヨった。 h+への過圧は正常者にも多発しやすいが、精ネI同丙患者ではより頻発しやす

く、かっ穫数個の過圧を示しやすいとされているmO里子e崎、浅井の報告でも分裂病での h因子への衝動過圧は

全体の半数前後を占めており、著者ーの結果で、は女性で、この傾向カ翠弄著で、あったo さらに、著者の結果では被数個

の過圧は男性が49回、女性が66回であり、そのうちh+への按数個の過圧は男性で、は59%、女性では79%を占め、

h+への集中が明らかで、あったo 0 

傾向緊張商に関してSzondiは正常値を1.5から 2.5としたが、大塚は日本人では正常異常を問わず多くは1.5

から 3.5の範囲にあるとしている。野崎は妄想型で高偶を呈するとしたが、浅井は 2.2と著者の結果と同様な値

を報告している。著者の対象では 1以下ないし 5以仁を呈した者が男性では約30%存花し、傾向緊張商の観点か

らすると女性よりは男性の方がより衝動危険性を秘めた患者が多かったと言えようo

症状反応百分率に関しSzondiは正常値を20ないし30%とし、狭義の精桝病では低値を、事jue症状などの病態で

は高値を呈しやすいとした。日本人の正常者でこの値は35%がI後である叩。開時は男女とも約31%、樹下は25

%と報告しているが、著者の結果では男女とも約35%と正常者の備に近く、症状反応百分率に衝tjJfJ:は反映され

ていなかった。

野崎は妄想型で、高い傾向緊張商と、低い症状反応百分率を報告したが、著者の結果では相関係数は男性で~O.3

69であり、女性では +0.296と麟泉的な相関はなかった。

正常人の性度指数は男性でおから50、女性で30から10と報告され、粗野な行動を示す精神病患者では高値を示

し、妄想的傾向を持つものは低値を示しやすいとされている42)O著者の結果では男性の平均は正常者と同じで
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あったが、女性で、は高値を示すものが多かった。精ネI繍 患者では女性の方がより高い性度指数を示しやすいとす

る報告42) があり、著者の結果もそれに沿うものであった。型抑時も破瓜型の女性で高い性度指数を報告している。

社会問冒数は正常者で40高級であり、衛費撒域別では'陀街姉賊で低値、 自戎衝動領域で高値を示し、その値

は性く接触壬感情<自我の!頗になりやすく、分裂病患者では社会↑岱旨数は35以下で、自我衝雪b領域でも50以下に

なりやすいとされている42) o 著者の結果では男女とも平均は35以下で、この指摘を裏付けた。野崎や浅井の報

告はおから40であり、野崎はむしろ妄想型の男性で、社会的旨数は高かったと報告している。衝聯賊毎のj順位は

正常者と同様であり、浅井も同じ結果を報告している。 50以下を示しやすいとされる臼我衝粥賊では男性でもO

を下回っていたO 性衝動領域で低(簡を示すのは平凡反応である+一、+0と衝動過圧が社会的マイナスと評価さ

れるからである。

衝tJ鵡造式に関して浅井とす工口の報告をまとめると分裂病者ではkO、pO、dO側主状因子に、 h+、 hy一、 k-...m+ 

が基本因子として出現していた。症状因子に関しては著者も同線な結果が得られた。基本肉子に関してもsーが加

わる以外、これらの報告に似通っていた。

衝郵産E轄における危機範需は現在の精桝粧状の栂まに潜む危機的な衝動であり、安全弁範隠は危機事慌の衝動

を現実生活で防衛するものである。浅井は危機純轄の出現割合を87%としたが、著者の結果では安全弁範陪が圧

倒的に多く、男性が88%、女性が86%で、あったo このことは、衡問鵡造式に関する限り著者の央政では現実の街

動危険性は防衛されていると考えられた。

2.発病後早期の分裂病者の所見との比較

症伊j数は少ないが発病後比較的早期、つまり急性期と見なせる分裂病患者(以下急性群)より著者カ汚辱たソン

デイ・テストの結果を慢性分裂病患者(以下慢性群)の所見と比較検討した。急性併の亦|象は男'陀12例(平均年

齢22.6才、平均権病期間1.8年)、女性13例(平均年齢21.J才、平均権病期間1.3年)合計25例で、あった。急性

群の各因子で最も出E見頻度か高かった反応は、男性がh+( 66%)、s+(攻撃性、 39%)、eO( 37%)、 hy-( 7 

8%)、k-( 48%)、p+( 58%)、dOおよびd-( 42%)、m-( 40%)で、あったO 女性ではh+( 65%)、s-( 42%)、

e-( 46%)、 hy-( 46%)、k-( 38%)、p+( 38%)、d+( 42%)、m-(35% )であり、 s肉子、 e因子-で、男女

で、反応様式の違いが認められた。慢↑自伴と急~'rl:nr.を比較すると、男性では s 、 e、 ml苅子で、女性では p因子で、

反応の差異があったoすなわち、男性で、は慢性に移行すると攻撃性が減少する反面、倫瑚態度の欠如が憎悪感情

として明確になる可能性が考えられた。さらに、急t間半のm-カ糟千回?ではH汁に変化することは、一度消失してい
た依存欲求が再度出現して来ることであるから、 't受ド1mの依存ヌヌJ象は自己の病的位界で、築いた依存亦J象で、はない
かと考えられた。女性では、 eーカt急性、慢↑'tを問わず優勢な反応であり、憎悪感情の持繍!り存荘が認められた。

さらに、女性では権病期間が長くなるにつれp+がp-へ変イヒし、病初測に存在した膨閥均傾向カ徐々に投影に移行

する過科と考えられた。

k士は急性群では男女とも約17%で、あった。これは、諸家の報符や著者の慢性群より高い備であり、急、f関下で

は自閉カ遡志かで号穣する強迫がより強いことが示唆されたの

急性群のベクター反応で事局室か高かった反応は性衝弱点貢域で、は男性が++ ( 23%) > +一 (1 7% ) > +::t ( 1 

7児)、女性が+-(33% ) >++ ( 18児)> + 0 ( 10%)、感情衝動領域では男性がO一 (27%) >一一(18%) 

> +-( 17%) >士一(16%)、女性が一一 (18% ) > -0 ( 15%) > 0 -( 12%)で、あった。自我衝蝦市員域で

は男性が-+ ( 31%) > 0 + ( 13%) >士+( 10%)、女性が一+ ( 18%) > -0および0-( ]]%)、 f新郎監

動領域では男性が0-( 24%) >一+ ( 17%)、女性が+- (15%) >0-(14%) >++ (]3%)で、あった。

慢性問ど急性群を比較すると、男性の性街鮒賊では急ttl:mヵt攻撃性や積樹生を示唆する反応(++、+::t)が
多かったことに対し、慢性群では消剛生を蔚味する反応が多く、逆の傾向が認められた。感情衝動官賊のべクタ

円
、

υ

-
E
E
EA
 



一反応としてはOーの出現が男女とも慢ft群に較べると急性群で高く、慢性群で、は憎悪感情を伴った反応が優勢

であり、女性では急性社償問快に関r，i)が分散する傾向が認められた。自我衝雪崩蹴のベクタ一反応では男女

とも急'ド問干で-+が優勢であり、 p+に起肉する反応が多かったが、慢tt:群の男性では急、f関下に比較すると-+の

突出はそれほと宮真著で、はなかった。女性では反応の分散が急性群、慢性群を通じ女性の共通した所見であり、自

我衝動の不安定性カ潮発売すると考えられた。一+の差異以外に明朗では00の出現カ咋微であり、病的過程の

進行に伴う自我の解体が強く示唆された。 t刻~衝郵f領域では m肉子の反応の差異がベクター反応の差異として出

現していた。すなわち、男性では急性群で孤立化反応がより優位で、あったが、女性では慢性群と急性群との間で

反応に著しい差異はなかった。

急性討の衝動過圧は男性が平均11.2伺(標準偏差 6.2)、女性が平均11.9伺(標準偏差 8.6)であり、慢性群

との聞に差はなかったO 衝動過圧の因子別山現は男性がh+(35%) >hy-( 19%) >p+ ( 13%)、女性がh十(4 

9%) >p+ ( 16%) >m-( 12%)の順で・あったo 慢性群と比較すると、急性群では男女とも p+!(誇大性)カ事貢著

であり、女性では m-!(孤独)も特徴で、あった。また、附への衝動過圧は男性が1.9%、女性が 0.7%とまれで

あり、急性群は大塚の指摘に合致していた。

3.慢性分裂病のI2MJ末症状との関連について

ここでは対象として選んだように症状の郵揺が少なく、 Bleulerの基y同定状を主徴とする病態を分裂病の本質

としてとらえ、ソンディ・テスト上に現れた因子反応、ベクタ一反応など(!.精微を臨床症状との関連から考察を

加えたい。

因子反応でまず?主目されるのは感情衝蜘賊を形成する e因子の反応形態で、ある O 分裂病の感情障害として一

般的には、急性期の不安や恐怖、急f鵠月後の抑うつ、樹生期の感情鈍麻カ準げられる38}O しかしながら、 e-の

高頻度な出現は感情鈍麻を認め、表面的には平静を保っかに見える慢性分裂病患者も内面には衝動危ド対生として

憎悪感情が潜んでいる可能性を意味している。昨床上、憎悪感情は感情爆発的な衝郵H子為として現れやすいだけ

でなく、自己の虚構の世界への侵入者で、ある治療者へ似惑情的葛藤32)や攻撃性ないし敵意31. -15)としても現れ

やすく、 eーを頻繁に認める患者-の湖寮においては、良好な治療者患者関係樹儲するために慎重な対応カf必要で、

あると考えられる。

次いで、因子反応で‘大き~f生差があったのは p因子と m因子で、あった。すなわち、男性では p 、 m両因子の血

定、女性では両因子の否定が出現しやすい結果が得られた。これは、男性では物質的な探求 (d+)と対象への依

存(附)を虚構の世界で拡大 (p+)させ、不明瞭かっ不得手な対人関係をより明瞭な目標である物質的な対象に

置き換えやすく、女性では物質的な探求 (d+)は依存対象から男|腕fした (m-)非現実的なもので、務疑的で不安

感情を外界に投影する状i兄(p一)を形成しやすいと考えられた。 pーは存在の危機で、あり、小山内2-1)が分裂病の

本質としている「自己の他有化」と同じ意味を有する。著者の対象に関しては、女性の方が小山内カ苛採用する分

裂病の本質により近い対象が多かったo

h因子と m因子は相互に「必重している。 h+と冊+の同時出現率は男性が45%、女性が24%、h+とm-の同時出現率

は男性が27%、女性が48%で、あったoh+はエロス欲求や例人的愛情欲求の，暫味があるが、 m肉子との相互関係か

ら考えると、女也号、者ではすでに別離してしまった対象を希求し続けているより劃変な対象喪失の1た兄27) に陥

っているのではないか、と考えられた。

辺縁を形成する一つである、性衛問J関或では+一、+0の出現率で性差を認めたが、この両反応は平凡反応で
はあるが積極性の欠如を意味し、平凡さの一方で分裂病者の自発性の低下、無号;f~力や無為を表現していると見な

せる。 Szondiは性衝動領域で十+を平凡反応とし、+ーはマゾヒズムと定義したが、我悶の報告では正常者でも

+ーが多く、これは西欧文化の父一子結合に対し、我同で電要視されている母一子結合17) の現れと理解できる。
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著者の結果で怯男性の場合存在形式で性信l断症候群の出現率が最高で、あったが、これは日本人での平凡反応であ

る性衝動領域の十ーが判定基準になっているためで、病的意義は少ないと考えられる。事実、分裂病患者を始め

として狭義の精村病患者に特定の性骨路傾向が持続するのはまれ15) とされている。

もう一方の辺縁衝動で、あるt羽生衝動領或において、男性で伽、女性で、は病的なmーが多かったことが平凡反応
である0+、++、-+の出現率の差(男性46%、女性32%)として現れていた。 r現実との生きた?鶏虫の喪失J

30) と表現されるように、分裂病は自我のみではなくf新附生の障害も重要な症状-16)として問題とされている。

大塚が指摘した接角射音動領域での孤立化を意味する反応は男性の前景像で27%、女性で45%出現し、女性はもと

より平凡反応が多かった男性で、も欄崎朔賊の障害が浮き彫りにされた。

辺縁の衝動危険性を防衛する核心を構日比する一つで、ある感情衝弱点買域で‘は、反応が分散する傾向が認められ、

鏡像反応が多かったことを合わせ考えれば、単に感情鈍麻と表現されてきた慢性分裂病患者にも感情衝動の不安

定さ力、抑圧されていることを示唆していた。またこの衡問J領域でのOーと一ーは被害関係妄想につながる不安を

意味する反応であり、男'性では33%認められ、不安状態が衝動生活で支配的であると考えられたが、女性ではこ

れらの反応は16%と男性の半分の出現率であり、不安はそれ殺支西部守でなく、むしろ良心性や倫理の葛藤1だ兄(
士0)で官所箭していると考えられた。これらは臨床的には患者に認められる他者との!制育的な交流を避ける態度

や、野間なことで生じる強い不安や被期却系妄想、を裏付ける所見と考えられる。

分裂病は衝動丙理学で、は核心を構成する自我衝郵I初或の陣害として定置されている。 一般に分裂病者では「

我の脆号引生」が指摘されている。この自我の脆号射生に関しては、正常の現実而と分裂病の線源的場両との問に妄

想的現実面の存在を要因として指摘する報告20) や、分裂病者では元来オモテとウラが未分化なことが問我の脆

弱性につながっていると附商する研究引もなされている。大塚はこの領域でのず-凡反応は一+、 一一、一O、O

+としている。一方、分裂病の病理を現す特徴的な反応として+- (向閉)、 一!一 (門我斉定)、 O一 被

害妄想)、 +0(向閉)、 一!0 (拒j旬、 O+! (誇大妄想)を掲げている。衝動過庄は反応oyj金調であるの

で、ここでは衝動過圧を無視し前景像でこれら 6穂の反応を平凡反応と分裂病に特徴的な反応の両者にまたがる

類平凡反応 (0+、-0、一一)、分裂病反応(+一、 O一、+0)、平凡反応(-+)に分け、出現率を比較

すると、平凡反応は男性が20%、女性が 7%、類、平凡反応は男性が31%、女性が44%、分裂病反応は男性が19%、

女性が16% と、類平凡反応の占める割合が最も多かった。類平凡反応は適応と病n~位界への没入の緊張1え態にあ

り、自我は郵揺しやすく、これが自我の脆新生につながるので、はないか、すなわち著者の言う類分裂病反応の占

める曾j合が多いことが自我の脆5引生を衝野病理学的に示唆する所見ではないかと考えられた。分裂病ではまれと
される k士は著者の検討では決してまれとは言えなかった。 k士は強迫的態度であり、強迫症状は自我の分裂病

的崩壊の防衛手段16) と考えられており、分裂病の初期ゃいわゆる境界例で、認められやすいだけでなく、慢性分

裂病患者においても強迫症状は決してまれではなく 26・63)、分裂病患者での ki:の出現は向閉か適応かの緊張像

として理解できる。

核心のバリエーションで男性では感情病に関連する(特にうつ病)核心の割合も高く、このことは慢円分裂病

における抑うつ状態の存在6.55.59)を衝郵病理学的にも窺わせる所見と思われた。]CD-10の試案でも分裂病のう

つ状態を一つの亜型として特定しており、注目されている状朝家で、あるO 男女両n下で、てんかん性核心の川現か清
かったが、これはてんかん0病理性の表現で、あるeーが多く出現したことによるものであり、今回の症例にはいすg

れもてんか人発作の既往がなかったことからテスト上てんかん性核心が認められたことを商ちに陣抹的なてんか

ん発作と結びつけることは困難であり、むしろ発作的、爆発的行動の可能性を秘める、といった秤度に理解した

方がよいで、あろう O

傾向緊張商で男性では l以下を呈した旋例には特定の臨床傾向がなかったが、 5以上を呈した痕例の半数に衝

動的な暴力行為が認められたことより、傾向緊張商か清いことは昨抹的にも高い衝動牲を意味するものとして注
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日に値する。

さて衝塁手持造式で症状因子として多かったdO、kO、pO、hyOはここで伺題とした慢性分裂病の本質そのもので

あり、衝郵持造式も病態把握に有用であることを示唆していた。

衝重腕時で安全弁範轄の割合がはるかに高いことは上述した衛費脆険性が十分防衛されていることを意I床し、

このことカ可受性分裂病患者の症状の郵戒の少なさに関連していると考えられる。
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A Psychopathological Study of Chronic Schizophrenics 

Based on Szondi's Triebpathology 
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The author conducted Szondi's test on 40 chronic schizophrenics 

composed of 22 males and 18 females to study the triebpathology of 

chronic schizophrenics. 

In factorial reactions the existence of hatred affect was the 

most typical in male and female schizophrenics. In males expansion of 

ego and dependence and in females projection of ego and defection 

were characteristic. Their sexual drive was in an unsatisfied state 

and their affective drive was most unstable. AS for ego drive, 

pseudonormal reactions which encompass both normal and schizophrenic 

reactions were predominant, a finding suggesting weakness of ego which 

is pointed out in schizophrenia. As for contact drive, reactions 

implying isolation were common. Mirror changes were common in affect 

and ego drive. The incidence of variation related to schizophrenia in 

middle pattern was high and that of affective middle pattern was 

also high in males. As for drive form, factorial reactions which 

imply the psychopathology of chronic schizophrenia were observed to 

compose the symptomatic factors, and among the drive classes the 

proportion occupied by safety valve class was high. These results were 

considered to be the pathological characteristics of drive in chronic 

schizophrenia and were discussed in comparison with the clinical 

symptoms. 




